


む つ 社 協 だ よ り令和３年１月25日 ( 2 )

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
本
会
の
各
種
事
業
の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
地
域
福
祉

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
福
祉

法

人

む
つ
市
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

遠

藤

雪

夫

子
育
て
世
代
の
就
労
支
援
等
を
目
的
に
認
可
保
育
園
を

設
置
開
設
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
新
入
園
児
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

当
園
の
特
色
と
し
て
、
和
太
鼓
を
通
じ
「
集
中
力
」、「
持

続
力
」、「
協
調
性
」
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
季
節
に
応

じ
た
諸
行
事
及
び
延
長
保
育
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
送
迎
バ
ス
を
完
備
し
、
ご
希
望
に
よ
り
園
児
の
送

迎
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
家
庭
の
実
情
に
合
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
入
園
の
ご
案
内

●
入
園
要
件

・
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

・
疾
病
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
場
合

・
出
産
、
求
職
活
動
中
の
場
合
（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

●
受
入
年
齢

生
後
４
か
月
～
小
学
校
就
学
未
満

●
入
園
定
員

50
名

●
開
園
時
間

午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

（
延
長
保
育
含
む
）

●
入
園
時
期

４
月
１
日
～

（
年
度
の
途
中
で
も
入
園
で
き
ま
す
）

◎
主
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

●
延
長
保
育

午
後
６
時
～
午
後
６
時
30
分

●
乳
児
保
育

生
後
４
か
月
～

●
障
害
児
保
育

集
団
生
活
が
可
能
の
園
児

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
給
食

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
に
は
、
安

心
し
て
美
味
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
医
師
の
診

断
書
を
提
供
い
た
だ
き
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
を
完
全
除

去
を
し
、
代
替
え
食
品
に
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
バ
ス
送
迎

希
望
に
よ
り
、
生
後
６
か
月
以
上
の
園
児
を
対
象

に
、
保
育
園
ま
で
の
送
迎
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
保
育
園
の
特
色

●
保
育
理
念

自
然
豊
か
な
環
境
の
中

で
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
、
家
族
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る

保
育
園
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

●
保
育
方
針

健
康
で
明
る
い
子

し
つ
け
の
よ
い
子

物
を
大
切
に
す
る
子

思
い
や
り
の
あ
る
子

●
和
太
鼓

日
本
総
合
音
楽
研
究
の

講
師
に
よ
る
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
和
太
鼓
を
通

じ
、
集
中
力
、
持
続
力
、

協
調
性
を
身
に
付
け
て
い

き
ま
す

●
施
設
見
学
、
お
問
合
せ

近
川
保
育
園

☎
26
‒
２
１
１
７

近
川
保
育
園
新
入
園
児
募
集
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◎
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ひ
き
こ
も
り
は
本
人
や
家
族
だ
け
の
課
題

で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
課
題
で
す
。

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
ひ

き
こ
も
り
の
方
や
、
そ
の
御
家
族
の
支
え
手

と
し
て
居
場
所
づ
く
り
等
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時

３
月
13
日
(土
)

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

●
内

容
「
知
る
伝
え
る
聞
(聴
)

く
～
私
た
ち
が
出
来
る
事

を
考
え
る
～
」

●
会

場

む
つ
来
さ
ま
い
館

イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
Ｂ

●
参
加
者

む
つ
市
在
住
の
方
（
講
座

終
了
後
に
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
継
続
的
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
方
。）

●
定

員

30
名

●
参
加
費

無
料

●
申
込
み

３
月
１
日
(月
)ま
で
に
電

話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
先

生
活
支
援
課

☎
33
‒
３
０
２
３

◎
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
本
人
や
家
族
等
に
対
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
等
を
対
象
に
、
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
学
び
、
ご

自
身
に
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
令
和
２
年
度
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
（
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
を
10
月
３
日
（
土
）、
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

青
森
県
立
保
健
大
学
廣
森
直
子
氏
、
障
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
も
き
た
三
浦
和
之
氏
の
両
名
を
講
師

に
迎
え「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
知
ろ
う
」「
居
場
所
支
援

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
み
よ
う
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
い
た
だ
き
、
受

講
者
か
ら
は
「
身
近
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
等

の
感
想
が
聞
か
れ
、
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
た
25

名
に
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

◎
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅

10
月
７
日
（
水
）、
９
日
（
金
）、
65
才
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
名
川
観
光
農
園
ぶ
ど
う
狩
り
ツ

ア
ー
」
と
題
し
、
南
部
町
方
面
へ
行
き
、
法
光
寺
で

の
見
学
や
旬
の
ぶ
ど
う
を
存
分
に
味
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、天

候
に
も
恵
ま

れ
皆
さ
ん
和

気
あ
い
あ
い

と
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

「
久
し
ぶ
り

に
外
出
が
で

き
て
良
か
っ

た
。」「
ま
た
来

年
も
参
加
で

き
れ
ば
良
い

な
。」
と
の
感

想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

◎
社
会
福
祉
大
会

11
月
12
日
（
木
）
に
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ
に
お
い

て
、「
第
60
回
む
つ
市
社
会
福
祉
大
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
福
祉
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
式
典
で

は
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
へ
の
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
表
彰
及
び
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

事
業
の
開
催
案
内

事
業
の
実
施
報
告

ぶどう狩り
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●
表
彰
の
部

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
地

域
福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中

嶋

実

村

上

準

一

布

施

勝

大

小

林

均

外

崎

繁

夫

畑

中

み

ち

民
間
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

社
会
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
地
域

福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小

島

朝

子

個
人
ま
た
は
団
体
等
で
、
社
会
福
祉
事
業
協
助

者
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木

英

子

片

山

み
き
子

社
会
福
祉
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
永
年
に

わ
た
り
経
済
的
援
助
を
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
た
る
歌
謡
ク
ラ
ブ

青
森
県
東
部
地
区
郵
便
局
長
会
下
北
南
部
会

一
般
社
団
法
人
公
済
会

●
感
謝
の
部

社
会
福
祉
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
令
和

元
年
度
に
お
い
て
地
域
福
祉
事
業
に
積
極
的
に
協

力
援
助
を
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会
発
起
人
一
同

花
一
輪
会

立
正
佼
成
会
む
つ
教
会

ロ
ー
タ
リ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
合
同
コ
ン
ペ

む
つ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

む
つ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

海
上
自
衛
隊
大
湊
海
曹
会

株
式
会
社
ト
ー
リ
ン

む
つ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ

龍
本
寺

か
ら
た
ち
緑
の
ド
ラ
ム
カ
ン

株
式
会
社
青
森
銀
行
む
つ
支
店

株
式
会
社
熊
谷
建
設
工
業

◎
第
51
回
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

本
会
で
は
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
福
祉
に
ふ
れ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
」へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

日
々
の
生
活
で
の
福
祉
体
験
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
を
通
し
て
得
た
思
い
な
ど
を
作
文
で
表
現
す
る

こ
と
を
通
じ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
「
福
祉
の

心
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
て
ま
す
。

今
回
は
、
小
学
生
34
点
、
中
学
生
69
点
と
あ
わ
せ

て
１
０
３
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
下
北
国
語
研
究
会

の
氣
仙
会
長
様
他
４
名
の
先
生
方
に
よ
る
審
査
を
経

て
、
最
優
秀
賞
５
作
品
、
優
秀
賞
５
作
品
、
佳
作
５

作
品
の
計
15
作
品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞
の
部

『
き
ょ
う
正
を
し
て
』

脇
野
沢
小
学
校

６
年

山

口

那

乃

『
人
の
笑
顔
を
見
て
』

大
湊
中
学
校

１
年

工

藤

瑠

夏

『
家
庭
内
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
』

田
名
部
中
学
校

２
年

坪

田

茉
梨
愛

『
誰
も
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
』

田
名
部
中
学
校

３
年

林

柚

香

『
救
い
の
手
』

東
通
中
学
校

３
年

相

内

寧

々

●
優
秀
賞
の
部

『
わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

脇
野
沢
小
学
校

４
年

山

口

未

咲

『
車
イ
ス
テ
ニ
ス
』

脇
野
沢
小
学
校

６
年

中

村

ル

ナ

『
す
ば
ら
し
い
人
生
を
』

田
名
部
中
学
校

１
年

澤

谷

美

雨

『
座
っ
て
い
る
曽
祖
母
に
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
』

大
湊
中
学
校

２
年

木

谷

柊
太
郎

『
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

田
名
部
中
学
校

３
年

二
本
栁

姫

華

◎
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
や
障
害
者
世
帯
等
で
、

自
ら
で
除
雪
が
困
難
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
他
に
支

援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

除
雪
の
依
頼
を
受
け
ま
す
と
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が

状
況
確
認
に
伺
い
必
要
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

日
程
調
整
を
行
い
除
雪
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
期

間

３
月
31
日
ま
で

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

●
時

間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

●
除
雪
箇
所

出
入
口
、
ス
ト
ー
ブ
の
排
気
口
確

保
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー

☎
33
‒
３
０
２
３

事
業
の
利
用
案
内

●
佳
作
の
部

『
か
ぞ
く
み
ん
な
へ
の
か
ん
し
ゃ
』

第
三
田
名
部
小
学
校

３
年

舘

野

結

愛

『
よ
り
そ
う
心
』

第
三
田
名
部
小
学
校

６
年

橋

本

茉

央

『
も
っ
と
知
り
た
い
福
祉
』

東
通
中
学
校

１
年

駒

谷

心

『
障
害
の
あ
る
人
と
関
わ
っ
て
感
じ
た
こ
と
』

東
通
中
学
校

２
年

橋

本

豪

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
切
さ
』

大
湊
中
学
校

３
年

吉

田

千

英
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◎
む
つ
市
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
が
続
く
と
ご
本
人
だ
け
で
な

く
ご
家
族
も
心
配
や
不
安
が
募
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
様
々
な
背
景

が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

態
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
、
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
も
う
遅
い
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
た
り
、
家
族
だ

け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
集
い

「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」

青
年
期
の
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ

り
社
会
参
加
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
家
庭
以
外
の

居
場
所
や
同
世
代
を
中
心
と
し
た
対
人
関
係
を
経
験

す
る
場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
に
相
談
に

来
ら
れ
、「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」へ

の
参
加
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
。

●
場

所

む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

ス
ポ
ー
ツ
･レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
･

話
し
合
い
等

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

「
ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
」

ひ
き
こ
も
り
や
心
の
悩
み
を
抱
え
、
な
か

な
か
社
会
と
つ
な
が
れ
ず
に
い
る
ご
本
人
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
家
族
会
で
す
。
本

人
の
年
齢
、
家
に
い
る
期
間
、
病
気
や
障
害

の
有
無
な
ど
、本
当
に
様
々
で
す
が
、「
な
ん

て
声
を
か
け
た
ら
い
い
か
」「
ど
う
関
わ
っ

た
ら
い
い
か
」
と
い
っ
た
悩
み
は
皆
さ
ん
共

通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
心
が

少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
共

に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
場

所

む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

精
神
保
健
福
祉
士
・
保
健

師
等
に
よ
る
講
話
や
座
談

会
、
参
加
者
同
士
の
体
験

を
語
る
話
し
合
い
、
ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的

な
理
解
及
び
対
応
を
検
討

す
る
た
め
の
研
修
等
。

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
教
育
支
援
資
金
貸
付
の
お
知
ら
せ

低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
就
学
に
係
る
費
用
を
貸
付

す
る
「
生
活
福
祉
資
金
(教
育
支
援
資
金
)」
貸
付
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
就
学
に
当
た
り
、
学
費
及
び

生
活
費
の
捻
出
に
お
悩
み
の
際
は
、
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。●

貸
付
対
象

低
所
得
世
帯
(住
民
税
非
課
税
世
帯
程
度
)

●
貸
付
条
件

⑴

金
融
機
関
及
び
そ
の
他
施
策
制
度
か
ら
融
資
を
受

け
ら
れ
な
い
世
帯

⑵

日
本
学
生
支
援
機
構
等
の
奨
学
金
を
活
用
し
て
も

就
学
に
要
す
る
経
費
を
賄
え
な
い
場
合

●
貸
付
限
度
額

⑴

教
育
支
援
費

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
者
が
高
等
学
校
、
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
に
就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

高
校

月
額

３
万
５
千
円
以
内

高
専

月
額

６
万
円
以
内

短
大

月
額

６
万
円
以
内

大
学

月
額

６
万
５
千
円
以
内

⑵

就
学
支
度
費

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
者
が
高
等
学
校
、
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
へ
の
入
学
に
際
し
必
要
な
経
費

50
万
円
以
内

●
貸
付
利
子

無
利
子

●
申
込
者

子
ど
も
等
を
借
入
申
込
者
と
し
、
保
護
者

を
連
帯
借
入
申
込
者
と
し
ま
す
。
原
則
、

連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す
。

●
貸
付
審
査

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
審
査
と
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
貸
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
先

本

所

☎
33
‒
３
０
２
３

川
内
支
所

☎
42
‒
２
０
０
２

大
畑
支
所

☎
34
‒
３
５
３
７

脇
野
沢
支
所

☎
44
‒
３
５
５
０

｢ふらっとほーむ」日程
月 日
２ １２(金)
３ １２(金)
４～ 第２金の予定
１３:３０～１５:３０

｢ほっとすぺーす」日程
月 日
２ ２６(金)
３ ２６(金)
４～ 第４金の予定
１３:３０～１５:３０



む つ 社 協 だ よ り令和３年１月25日 ( 6 )

むつ市社会福祉協議会会員へのご加入にご協力をお願いいたします｡
むつ市社会福祉協議会（以下「社協」といいます｡)は、地域の皆様に支えられた民間の福祉団体です。
社協の事業を進めるための財源は、会員会費、寄付金のほかに、青森県社会福祉協議会、青森県共同

募金会及び市からの補助金、助成金及び受託金により賄われています。
社協は、営利を目的としていないため、事業を維持・発展させるための資金を集めることが大きな課

題となっています。
このうち会員会費と寄付金は、社協が民間福祉の推進機関として、自立的な活動を展開するための重

要な資金となっています。
社協の活動をご理解いただき、ひとりでも多くの皆様の社協会員へのご協力をお願いいたします。

◇ 会員の種類 ◇

区 分 対 象 年 会 費

正 会 員 本会の理事・監事・評議員及び職員 3,000円

普通会員 むつ市に住所を有する世帯／町内会等の市民組織団体、福祉関係組織及び団体 1,000円から

賛助会員 社会福祉に関心を有し、本会の目的に賛同する一般個人又は法人団体等 3,000円から

◇ 入会方法 ◇
会員にご加入いただける場合は、本会へご連絡をいただけますと職員が伺い、入会申込書に必要事項

をご記入いただき、会費納入方法等についてご案内させていただきます。
○ 問合せ・連絡先 総務課 ☎33-3023

本広報誌は、共同募金助成金により作成したものです。

青森県立大湊高等学校第21期生同期会 様
28,375円
大畑地区連合婦人会 様 100,000円
匿 名 様 5,000円
株式会社佐藤長 さとちょう新町店 様 7,107円
株式会社佐藤長 さとちょう中央店 様 13,196円
匿 名 様 86,148円
匿 名 様 10,000円
匿 名 様 50,000円
匿 名 様 50,000円
下北地区ロータリーVSライオンズ対抗コンペ 様
20,000円
むつ市もうたりクラブ 様 30,000円
(故)谷 川 祥 子 様 100,000円
株式会社トーリン 様 50,000円
海上自衛隊大湊海曹会 様 31,600円
むつフレンドリークラブ 様 30,000円
匿 名（大畑) 様 30,000円
匿 名（大畑) 様 5,000円
匿 名（大畑) 様 5,000円

下北土木技術有限会社 様 車いす 10台
匿 名 様 布団 ２組
バスタオル ２枚
一般社団法人公済会 様 タオル 800本
電源開発送変電ネットワーク株式会社
むつ送変電事業所 様 衣類 多数
有限会社関商店 様 介護用おむつ ６袋
一般社団法人公済会 様
マスク50枚入り 160箱
７枚入り 3,024個
匿名（脇野沢） 様 車いす １台
匿 名 様 シルバーカー ２台
匿 名 様 車いす １台

令和２年７月１日から令和２年12月31日まで


